
日本舞踊鑑賞　ちゅうりっぷぐみ

長唄「靭猿（うつぼざる）」のうた　その１

●「うつぼ」について●
矢をいれる入れ物で、毛皮で飾ったり
したらしい・・・

●春の情景●
春の風景の中
大名と家来、そして
猿曳きが登場!

大名　太郎を呼ぶ
太郎　返事

する

大名　猿曳きが
背負った猿に興

味をもつ

太郎　猿曳
きに声をか

ける

猿曳き　名
乗る



日本舞踊鑑賞　ちゅうりっぷぐみ

長唄「靭猿（うつぼざる）」のうた　その２

★お気に入り★
「こんにちも～おだんなまわりをいたし
まそうと　ぞんじまする！」
テンポのよい一節です♪

大名　じゃあ自
分で猿を射る

と・・・

太郎　早く
早く！とせ

かす

猿曳き　それならば自分の
手で・・・許してくれ、こんな

ことになろうとは・・。

太郎　猿の皮をほ
しがっている事を

伝える

猿曳き　ピンチ！「お
許しを」



日本舞踊鑑賞　ちゅうりっぷぐみ

長唄「靭猿（うつぼざる）」のうた　その３

●注目！！●
そんなこととも知らず
猿は一生懸命芸をします

大名　心動かさ
れ、太郎にやめ

させる

猿曳き　小
猿の無心を

訴える

●お目出たい様子●
最後はみんなで舞い、めでたしめでた
し。

めでたしめでたし


